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Thesurvey,completedin1966,revealsthehithertounnoticedfactthat

benzoin,popularlyknownas"SumatranBenzoin",isclassiBedinSingapore
intosevencategoriesaccordingtoitsgrade. "Almond,select"and"Almond,
unselect",bothbeingofsuperiorquality,areexportedunpressed. Thoseof
inferiorqualitysuchas"Almond,lowgrade","Almond,offgrade","Brownhalf,
scrapedgrade",̀̀Raw･material,blackhighgrade",and"Raw･material,low
grade"areblendedbydealersandexportedunderavarietyofnamesaccord-
ingtotheconcentration.
HighlygradedSiameseBenzoinareshippedunblended.
AlaboratoryanalystsOfthecollectedspecimensrepresentingeachofthe
abovecategoriesyieldstheresultsshownintheappendedTable.

は じ め に

筆者らは東南アジアにおける生薬の予察 (1966年11月)に際し,シンガポールでスマ トラ安

息香の工場を見学する機会を得て,各種の標品の分譲を受け,タイ国内ではシャム安息香の市

場品を入手 し, その実態の一端を知ることができたO 元来安息香は Styrax属植物の樹幹に

傷をつけ湊み出る樹脂を集めたもので, スマ トラなどに自生する StyraxbenzoinDryander

および S.sumatranusJ.J.Smithなどから主として採集するものをスマ トラ安息香,またタ

イ,ラオス.カンボジアなどに自生する S.benzoidesCraib,S.tonkinensisCraibetHortwick

などから採集するものをシャム安息香と呼んでいる｡ 両者は成分などに若干の相違があり,級

者のシャム安息香は従来から高級品とされている｡古 くは安息香酸製造原料とされたが,わが

国などでは薫香料,刺激剤,防腐剤などに利用され,古 くから各国薬局方に収載されてきた生

薬である｡ 日本薬局方には第 7改正日本薬局方Ⅲ部 (1961年)までアンソッコウ (安息香)の

*京都大学薬学部
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タイ トルで収載され,品質にかなり差異のあるスマ トラ安息香とシャム安息香を同一条下に項

を分けて記載してきた｡しかし最近わが国に輸入される安息香のほとんどは単価200-2,500円

/kgのスマ トラ安息香で,年間約7トン (1967年度)がシンガポールから船積みされ,シャム

安息香の輸入はほとんど見られない｡第7改正日本薬局方の大改訂 (現行,1966年)に際して

は,スマ トラ,シャムの区別を廃し,実質的にはスマ トラ安息香のみにしぼり,樹脂を採集す

る母植物も S.benzoin一種のみを代表種としてあげることにした｡またその試験法もスマ ト

ラ安息香とシャム安息香の両者を含めた試験法に改訂している｡しかし実際上輸入される安息

香 (スマ トラ系)を現行薬局方に規定する試験法あるいはその他の試験法によって試験 してみ

ると,いずれの系統に属するものであるか明らかでないものが多く,このことから,試験法が

不備なのか,あるいは生薬そのものの本質に混乱があるのかなどの点が常に問題にされてきた｡

さいわい筆者らはスマ トラ安息香製造工場を見学する機会をもち,その原料とする標品を得た

ほか,タイ国内市場 (バンコク,チェンマイ)で2種のシャム安息香の標品を得たので,その

製法,流通状況ならびに品質について比較研究を行なうことができた｡

Ⅰ 安 息 香 の 種 類

1. スマ トラ安息香

筆者らがシンガポールで見た安息香工場で安息香として取り扱う一連の樹脂類はスマ トラで

生産されたものが大部分を占め,ほかにボルネオ,サラワク方面で生産されたものもある｡以

下,いわゆるスマ トラ安息香を,現地工場で使用されている名称にしたがって分類する｡

(A) "Almond"(Photo.1)

従来から真正の安息香と考えられるもので,安息香の高級品とされ,外形は偏平または円形

の塊片で乳白色または黄白色を呈 し,極めて佳香を放つ｡本品は工場内でさらにその純度,形

Photo･2 …Almond,lowgrade"
(Ca.×1.0)
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の大小によって "Almond,se一ect",りAlmond,

unselect'',"Almond,lowgrade"などに選別

され, また木片などを付着 したものは "Aト

mond,offgrade"(下記B)として区別されて

いる｡ select,unselectなどはほとんど欧米

向けに輸出される｡本邦国内市場ではこれを

｢ちち｣と俗称 しているが,これまでわが国

には "Almond"が単品として輸入され る こ

とは少なく, 年間約 300kg程 度 で あ る｡

Pltoto.3 "AdmixturewithAlmond,
offgrade"(Ca.×1.0)

unselect,low grade,offgradeなどは下記 compressed(F)の原料とするo

〃Almond,lowgrade''(Photo.2)は乳白色でにおいがな く粘着力があり,正常な"Almond''

とは考えられないものである｡

(B) りAdmixturewithAlmond,offgrade"-Almond級外品 (Photo.3)

皮部,木部その他の植物破砕片に樹脂が付着 しているもので, その樹脂は "Almond"を主

体としている｡

(C) "Brownhalf,scraped

grade"(Photo.4)

暗かっ色の不整の塊片で,にお

いはほとんどなく,堅 くてもろい｡

(D) "Raw-material,black

high grade"(Photol5)

黒かっ色の不整の塊片で,佳香

を放ち,破砕 しやすい｡

(E) "Raw-material,low

grade"(Photo.6)

灰白色で上記(D)の低級品で,

においはほとんどない｡
Photo.4 ''Brownhalf,scrapedgrade"

(Ca.×0.8)

(F) "Compressed''

本品は,従来わが国に主として輸入されているスマ トラ安息香である｡日本薬局方の性状に

は ｢本品はかっ色あるいは暗赤かっ色の不整の塊片で,破砕面には実質中に類白色または類黄

赤色の粒を認める｡ 常温では堅 くてもろく, 熟すれば軟化する｡｣, また, 生薬学教科書には

｢巨大な塊をなし,実質中に多数の黄白色ないし白色の顎粒を散在するO頼粒は850, 実質は

950で溶融する｡品質劣等になるに従い,ほとんど帯灰かっ色の破砕 しやすい実質だけからな
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photo.5 …Raw-material,blackhighgrade"(Ca.×1.0)

Photo.6 "Raw-material,lowgrade"(Ca.×1.0)

り,ただ,はなはだ細小な淡明の頼粒をわずかに包蔵する｡｣ と記述されている｡ これまでは

この種のものも天然の樹脂と考えられていて,"Almond"すなわち ｢ちち｣はこの樹脂中に含

有される優良樹脂分であり,その含有量の多少がその品質の良否を決定する鍵とされて い た｡

したがって =Almond,select"のような上級品は大形に析出した優良樹脂分だけをとり出した

ものと考えられていた｡ しかるに本品は天然のままの樹脂ではなく,前記の(B),(C),(D),

(E)を破砕 し,(A)の小破片とともにこれらを適宜配合,混和して,布を敷いた木箱に入れ,

油圧機あるいは電動式圧搾機 (Photo･12)にかけて圧搾成形するもので (Photo･13),このと

き若干加熟し,"Almond,low grade"は粘着剤的な役割を果たしているものと思われる｡この
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Photo.7SiameseBenzoin(at
Bangkok)(Ca.×1.0)

Photo.g Resingumsentfrom
productionarea

Photo.8 SiameseBenzoin(atChiang
Mai)(Ca.×1.0)

Photo.10 Gradingofbenzoingum

成形品は適当に切断,あるいは破砕 して商品とし,各種樹脂の混合比率によって種々のブラン

ド (例えば "Keybrand","Shuttlecockbrand" など) をつけて輸出する｡ なおこのような

成形品も高級品はほとんどが欧米諸国向けで,日本向けのものは中級品以下のものが多 く,本

邦市場で流通量の多いものは 200-600円/kgの下級品に近いものであるこ とが 判 明 した｡

(Photo.14)

2. シャム安息香

バ ンコクならびにチェンマイ薬店で得た市場品の性状は乳白色または赤かっ色の不等の粒塊

で,やや光沢があり,バニラようの芳香がある｡表面にはタールようの光沢のあるものもある｡

これらタイ国で得た生薬はいずれも同一性状のものが多 く,スマ トラ安息香にみられるように

多種類のものは見 られず,また成形 したと考えられるものもなかった｡
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Photo.ll Crushingofraw･material

Photo.13 Compressedgoodsina
storeroom

Photo.12 Electriccrusher

Photo.14 CompressedSumatran
Benzoin

Ⅲ 安 息 香 の 晶 質

スマ トラ安息香,シャム安息香の品質を明らかにすべ く,日本薬局方の各種試験,薄層クロ

マ トグラフィー,ガスクロマ トグラフィーなどにより比較検討を行なった｡対照品には京都大

学薬学部所蔵 ドイツ ･メルク杜標品を使用した｡実験過程の詳細はここでは省略*するが, そ

の結果を集約すると Tableに示すようになる｡

1. スマ トラ安息香

(A) "Almond"

selectと unselectに関しては呈色反応, 昇華物の結 晶 の 形 状, Benzoicacid,Vanilin,

*詳細は日本生薬学会,生薬学雑誌に投稿中
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Cinnamicacidが存在すること,またその含

量比も Benzoicacidが Cinnamicacidより

少ないことなど,従来の文献に記されている

スマ トラ安息香と同様の結果を得た｡

一方,"Almond,low grade"は前記のもの

とは外形がことなるだけではなく,その品質

はいちおうBenzoicacid,Vanilin,Cinnamic

acidを検出するが, その含量は前二者 とは

ことなり,特に著しく粘着性の物質をもち,
Photo.15 Dammar(Ca.xO.5)

正常の安息香とは考えられず,成形品製造 のための増量剤, あるいは粘着用剤とされている

にすぎないものと考える｡ なお生薬取扱業者間では経験上,成形品中に混在している本品は

"Almond''すなわち ｢ちち｣としては扱っていない｡

(B) "Almond,offgrade"

木片などを多数付着し,選別Lがたいものであるにもかかわらず,シャム安息香と同様な性

質を示している特異なものであった｡しかし,選別不可能な本品は,単一な樹脂かあるいは数

種の樹脂の共雑物であるかば判然としない｡

(C) "Brownhalf,scrapedgrade",(E)"Raw一material,low grade"

この2種は Benzoicacid,Vanilin,Cinnamicacidの存在が認められず呈色反応,昇華物

の形状などはいちおう安息香に類似するとはいえ ｢安息香｣とはいえず,増量用にすぎない｡

(D) "Raw-material,blackhigh grade"

主として成形スマ トラ安息香の原料とされる樹脂のうち,芳香もあり,ガスクロマ トグラフ

ィーの結果では Benzoicacid,Vanilinの存在が認められ,比較的上質な安息香である｡

(F) "Compressed"

赤外分析の結果,ダマール脂 (Photo.15)の混入が認められた｡筆者らの見学した安息香工

場では別にダマール脂, コバールの選別なども行なっていたので,このようなものまで混入さ

れることも不思議ではないが,今まで安息香にダマール脂を混入するという報告はない｡また

比較参照するため実験試料とした ドイツ ･メルク社標品は Benzoicacid,Vanilin,Cinnamic

acidの含量比,その他から考えて,(A)の selectと unselectなどよりははるかに低品位の

ものであった｡

2. シャム安息香

バンコク,チェンマイ市場で入手した標品はいずれも佳香を放ち,ガスクロマ トグラフィー
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Table ResultsoftestonSumatranBenzoinandSiameseBenzoin

Sample

(A)Almond

Identi丘cation

Ebelaed!1uybCs;左bnoc霊Z.-i sublimateform
l.SumatranBenzoin

～

(2)unselect :deeppurple-red

(B)Admixturewith
almond,offgrade(includechipof
wood) ¶__

(C)Brownhalf,scraped

grade

highgrade

grade

_?竺 竺空 _竺 空塑

compressedgoods(ち)∈

SampleofMerckCo.,

Gaschromatography

Benzoic
acid形らvanili完,i

smallrod-1ikecryst.. 5.8 弓 0.6

deeppurple~redllongrod-likecryst･.14･5 . 1･9

1

二 ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ _: 二_

red-br｡wn ｢smallplatecryst. + う ±

Cinnamic
acid %

空竺 _r__?竺 ownlsmallrod-likecrysi _三 軍

2.SiameseBenzoin

64.0

60.0

6.1

1.2

L

*Digest0.25gofBenzoinwith5mlofether,decantlmloftheethersolutioninto

aporce一aindish,andadd 2-3dropsofsulfuricacid:adeepred-browntodeep
purple-redcolordevelops.

の結果では Benzoicacid,Vanilin,Cinnamicacid の存在が認められ Benzoicacid の含量

比が Cinnamicacidより多 く,呈色反応,昇華物の形状, その他の性質もすべて文献のシャ

ム安息香と一致する｡

Ⅰ[ 考 察

今回の調査の結果, 現在のスマ トラ安息香, シャム安息香の 性状, 品質をおおむね明らか

にすることができたが, 従前, いろいろの成書にはスマ トラ安息香 は採集植物の 樹齢によっ

て樹脂の形状,品質に相違があり,樹齢 6- 7年から9-10年のものから得た樹脂が最良品で

"Headbenzoin", さらに樹齢17-20年までのものを "Bellybenzoin"と称 し, 若干かっ色を

嵩び,これ以上樹齢を経たものからは品質の低下 した粗悪品しか得られ ず, HFootbenzoin"
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と称するものが最も粗悪品で,暗かっ色を呈し,樹皮片などを混入することを記載している｡

筆者らもスマ トラ安息香に属する種々の性状,品質のことなった樹脂を得たが,これらが上

吉己樹脂のいずれに該当するものか,あるいは別個のものかは明らかにできなかった｡

また,従来わが国に最も多く輸入され,流通しているスマ トラ安息香は単一な天然の樹脂で

はなく,工場内で数種の樹脂を配合して圧搾成形したものであることを知った0

シャム安息香については標品だけ入手したものであるが,いずれも従来から知られている性

状,品質のものであった｡

以上,今回の調査･実験の結果,スマ トラ安息香で従来実施されてきた安息香の試験法 (例え

ば第7改正日本薬局方の試験法など)の適用できるもの,また化学的試験によってシャム安息

香と異同識別できるものは,単一な天然樹脂で,しかもAlmond,selectと Almond,unselect

のみである｡

各種の樹脂の混合物である成形品に対 しては従来の試験法は意味がなく,ことにシャム安息

香ようの性状を示す Almond,offgrade(B)のような共雑樹脂を混入したり, また全 く異種

のダマール脂まで混入されているものなどでは現在の定性試験法やシャム安息香との異同識別

の試験法などは全 く不可能である｡なお今回の調査は,スマ トラ安息香については樹脂を生産

する現地ではなく,その加工地であり,主たる取引地であるシンガポールで実施 したものであ

り,シャム安息香についてもタイ国の市場品を入手したものにすぎず,それぞれの樹脂を生産

する母植物の種類,分布,産地の確認,樹脂の採取法,調製法などに関しては不明な点が多 く

残されている｡今後機会があればこれらの調査 ･研究を完成し,安息香の実態をよりいっそう

明確にしたい｡
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